
2024/1/28 防災活動内容報告会 アンケート 集約

問1. 本日の報告内容で、ご自身の地域の防災活動に取り入れたい、役立てたい内容が

   ございましたらお書きください。

【石部学区の発表に関して】

石部まもりんピックの活動内容

楽しく参加出来る事は大事な事だと思いました。

石部学区いしべまもりんピックは大人も子供も楽しく防災について学べるので良いなと思いまし

た。

いしべまもりんピックは皆が楽しそうで大変良い活動だと思います。

いしべまもりんピックの活動報告で楽しみながら地域で防災意識を高める活動はすばらしいと感

じました。

石部の発表で住民が多く参加し、競技を体感しながら、意識を高める行事、良かった。

いしべまもりんピックの活動報告で楽しみながら地域で防災意識を高める活動はすばらしいと感

じました。様に多数の区民が参加出来る活動が良いと思う。

いしべまもりんピックのたくさんの子ども達参加の防災訓練を参考にしたい。

石部学区の非会員を含めた訓練実施の考え方･･･必要だと感じました。

まもりんピック：楽しい防災活動訓練

石部学区の「まもりんピック」の運営力、アイデア

いしべまもりんピックの催しが大変よかった。わが区でも考えて見たい。

石部学区の取り組みのようにもっと子供と高齢者含め気軽に参加出来て楽しく学べる活動を自身

の区でも行っていきたい。

いしべのまもりんピックはぜひ取り入れたい。子供～大人まで楽しんで参加出来る防災活動だと

思います。

石部まち協のまもりんピックの活動内容が参考になった。

防災士が各区で活動する為のガイドラインが欲しい。

まもりんピックの様な楽しんで啓発につながる活動

石部まち協が取り入れられている自治会員以外の方にも参加して頂けるような内容を考え防災訓

練をしていきたい。

石部まち協の取組は良かった。

石部学区の運動会方式の防災訓練はとてもよいアイデアだと思いました。

石部学区のまもりんピックはゲーム感覚で取り組みができて継続していくのには良いように感じ

た。

【三雲区の発表に関して】

三雲区の発表が参考になった。

三雲区の地区計画を参考に自分の地域の計画を作成したい。

三雲区の家具転倒防止グッズの無償提供はすばらしいと思いました。

三雲区としての取り組み良かったです。

三雲区の活動ぶりも大変参考になりました。勉強材料にしたいです。
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三雲区のハザードマップ作成

三雲区の通学路の車止めを非常時「取り外せる」こととした事

三雲区だより大変良いと思いました。

三雲区の防災活動もぜひ取り入れたいが、区⾧のやる気次第かな？

自治会以外の参加者の拡充

家具転倒防止グッズの無償提供→予算？

防災士の連携の強化とふるさと防災会（チーム）に役立てたい。

防災用転倒防止グッズの配布は良い事例と思い参考にしたい。

【石部学区・三雲区両発表に関して】

石部、三雲の訓練内容が参考になりました。

地区活動の発表は大変役に立った。参考になりました。

他区の事例をまねる

発表された地域事例の中で自地域で実施可能な事があるかどうか今後考えてゆきたい。

地域の防災訓練への参加者が少ないため、従来通りの対応や内容では先詰まりになるのではとの

不安があるため。

石部学区、三雲区ともすばらしい取組がされており、自身の区でもさんこうに取り組みを始めた

い。

区、まち協の訓練は大変参考になった。

【防災訓練に関して】

避難・防火訓練に一般区民の参加を増やしたい。

当区では水防・火災による訓練を実施しているが、今後は小学生中学生も含めた訓練をしたい。

火災ばかりの訓練ではなく、自身、水災害の訓練もやってみたい。

小学校防災訓練への参画

区の防災訓練の参加者のUPをする活動

防災訓練の内容改善

炊き出し、非常用の設備の使用方法他

多世代（多層）の参加できる防災訓練や啓発できることができていけばいいなと思いました。

他の地域の防災訓練の話を聞くだけでも参考になる。

【組織・体制、連携に関して】

連絡体制があいまいなので再考していきたい。

防災士会には参加しているが、それこそ防災士としての地域との関わりが理解できていないので

まずはそこの勉強からです。地域の防災士の方々と連携する。

市・区・防災士間の連携

まちづくり協議会で防災部会を設置しているが、継続的に運営していくことが難しくなってい

る。専門的な内容を含め、防災士の参画と連携を進めていきたいと考えています。

自治会での取り組みをしていくのも方法→班別で10戸ぐらいで何か一つずつ取り組み、積み上げ

たい。

防災訓練等において防災士さんの紹介ならびに講習会のリーダー的な活動ができるように体制を

整えるようにしたい。
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防災士が自治会の組織に入る仕組みを作るべき。

自治会を守れない。市として強制すべきです。

小学校のお迎え引き渡し訓練  まち協、小学校、コミュニティスクール連携でできるといいと思

います。

現状の状況把握だけでも意味があると思います。

能登地震を思うに、地域の防災力の大切さを感じます。自治会での減災組織化を強力に進めた

い。

区と防災士との連絡等のつながりはあるが、なかなか密な連絡は取れていないように感じます。

密な連絡を取って行ける様な体制づくりをしていきたいなと思います。

たった3人しか居ない防災士ですが（世帯150）その3人の中ですら携帯の番号やりとりさえでき

ていない情けない現状

まちづくり協議会と防災士との連携が出来ていないのが現実、来年度はまち協の組織に防災士を

入れて活動につなげたい。

防災活動においては、役員のみが活動しているのが現実であり、一般市民をまき込んでの活動が

出来ていない。

一般市民が参加できる（参加したくなるような）行事を考える必要があるのでは。

【意識、認知度に関して】

自分たちの地区の一人ぐらし高齢者、体の不自由な人などもっとくわしく知ってほしい。若い人

の力を借りたい。

介護を受けている家族の方々は参加しているのか、会場を見回すと自治会関係者が多いと思いま

したが、災害時には人的弱者へ人手が多く取られるので、介護の家族はお金を出してお願いすれ

ば終わりと思っているのでは･･･

防災に関する認知度がまだまだ低いのでこのような機会があればまた参加したい。

ホイッスルとライトが一体となったペンがよかった。

自治会で購入してもいいかと思った。とにかく防災について関心を持ってもらうようにする。

区の防災活動はあまり活発に行われていると思えない。今後防災活動に目を向けてもう少し活動

してゆきたい。

自治会の意識が違いすぎる為、自分自身も防災意識を高めたい。

区としての防災活動に力を入れ区民自らが守ることに気付くようにしていきたい

女性防災士のなり手が無いので、他地区でいますので私の地区でももう一度依頼したい

【防災計画に関して】

地区防災計画の作成→作成済の他区の計画を参考にしたい。（市防災課で提供してほしい閲覧だ

けでも）

防災マップの作成

1月の大地震を受けて、具体的な活動計画のモデルプランを作成して欲しい。

現在3カ年計画で地区防災計画を策定中である。今後はIT技術を取り入れた防災対策を実施する

予定であるが、連絡会でも何か新しい訓練方法を検討していますか？

防災計画は数年前に作成したが、メンテナンスが出来ていない、見直しが必要

避難所運営マニュアルが作成途中で進展していない、継続しなくてはなりません。
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地区計画の重要性、設置

【広報、研修、スキルアップに関して】

防災活動の報告を地域でも行う事が必要と思いました。

防災士向けの研修に地域住民も参加できるようにしていただけると、地域事業としても活用でき

る。

様々な防災ゲームを取り入れていきたい。

先進地への研修を行う

せっかく防災士として研修をしてもそれが生かされない。

各地域に合わせた防災士との活動案を基にレベルアップを図っていきたい。

自治会の防災部としての広報活動がまだまだ不足している様に思うので、本日の報告会を参考に

して広報したい。

環境整備委員会報告で「非常時持ち出し袋の展示説明」は現物で「見える化」されてとても良い

活動と思う→区の自治会館に設置したい

実際災害にあった人のビデオを見たい。（話も）

【行事、活動全般に関して】

とにかく自治会の防災活動に参画をしてもらう事から始めたい。

地域の祭行事（イベント）で防災の大切さと住民のあるべき行動、役割を浸透させる。防災、減

災は全員参加が必須。

イベントの継続実施

高齢者が安心して避難できる方法を検討していきたいと思っています。

イベントとして防災課地動を兼ねた親睦会のようなものを計画してみたいと思った。

避難所生活を実際に体験する。

【上記以外】

区・自治会のアンケート結果について

何も参考になるものはありませんでした。形式的に一部の方だけが参加されたように感じまし

た。一般市民は誰も知らないと思います。連絡会の自己満足だと思いました。

問２. 各地域において、地区防災計画作成とともに、防災士の認知度アップを図り

   活動の場を充実することが課題となっています。

   防災士の認知度アップや活動の場を充実させるアイデアがございましたら

   ご記入ください。

【防災士の位置付け、立場に関して】

防災士の人数を割り当てる、たとえば10軒当りに一人とか。

防災士が誰なのか一般の人に判りにくい。制服等は全員が持っているのか？

防災士と言う人を知らない方が多いと思います。もっとPRする必要があると思います。もっと

増えると思います。防災士資格は一生なのか期間？PRすること。

地域防災活動において、防災士の立ち位置が。不明確である

防災士として何に取り組もうとしているか整理の必要あり

防災士の会を知らない。防災士会の会員さんの交流もあるかないのか分からない。
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認知度はどうかまで行ってないのでは、認知度と活動力

防災士は市民の中にまぎれて、底辺のもりあげにつながれば良い（防災士が動く事が大事なのか

も）

自治会の中での防災士の役割の明確化

何よりも防災士が取り組みが大切なんだと防災士自身が信念を持って動かなくては伝わらないと

思います。

防災士の立場をもう少し向上させる必要があると思う。

市からの要望等をしっかり送り、活動の要請をはっきりきっちり行わないと逃げてばかりの人が

多いように思われる。

全国的な取り組みとして、各企業等に防災士の位置付けを必須条件にする。企業のイメージアッ

プ等

防災士として参加出来る活動できる環境づくりが必要。

特に20～4代は働きざかり、仕事、プライベートとも時間に余裕がない。今後、行政、企業が連

携し、防災士の活動の為の時間の提供が必要。

※業務時間内に防災士の活動時間を与える。（休業保障等）

【組織・体制、連携に関して】

防災士会地区名簿の送付を自治会/まち協送付、パイプ役を連絡会がとるべき。

防災士会の組織構造を理解する必要があると考えます。市の防災士会でのくくりも大事である

が、地域での防災士会も必要ではないかと考えます。誰が防災士なのかわからない。

区⾧会で防災士の活動をお願いしたい。

防災士の数に差異があり、小さな区、大きな区で差があるのは当然である。まち協単位や両隣の

区でも連携が取れたらと感じた。

他の自治会への防災士の研修をかねて、支援に行くような仕組みがあってもいいかな。

認知度アップを図るのではなく、各自治会のふるさと防災組織のメンバーに防災士を数人入れ

て、地区に合わせた防災計画を立て、計画を遂行する事が大事。訓練等のイベントの時、防災士

の方にも役割を付与し活動してもらう事によってその地区での認知度が得られるのではと思う。

まち協、自主防災組織に位置付ける事で一体となり防災訓練、イベント、会議等に積極的に参加

する。

当自治会では、自治会内の防災士と一緒になって地区防災計画、避難訓練、公演等を実施してお

り、住民の皆さまが防災士の重要性を認識してもらっています。やはり自治会との連携が認知度

アップになると思います。

区防災士連絡会を開催し、連携を密にしている。また区の防災訓練のアイデアも一緒に企画して

いる。

ふるさと防災チームの行動の具体化を示し、「安心・安全」の保険とする。

各区の連携をもう一度進めていく方が良い。

防災訓練だけでなく、他のイベント等にも参加していくと良い。

地域の中でやっと少しずつ会合があるようになったばかりです。区の防災士、防災チームと連携

した取組を始めたいと思っているところですが、防災運動会のようなバケツリレー等は楽しみな

がらできていいですね。
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防災士と区が連携をとり今後進めたい。

区組織の中に防災士委員会設置の必要性

まちづくり協議会と防災士との連携が出来てないのが現実。

いしべまもりんピックを参考に何か取り入れたい。

【広報、研修、スキルアップに関して】

防災士の認知の向上→区内回覧

定期的な活動の情報を自治会レベルへ落す事。

冷蔵庫に貼るマグネットシートやクリップ等の実用的なアイテムに防災士の会の名称印刷やQR

コードを明示する。

防災士自身（チームでも可）が講師となり、地域の方に向け様々な防災講習会を開催する。（簡

単なものでよい）その時に湖南市防災の活動など周知する。

自身が講師となれば、スキルアップにつながる。

息の⾧い周知が必要です。特効薬等を思いつきません。

前に防災士自身のスキルUPは必要だと思います。

湖南市の広報に分かりやすく案内する。

夏祭りなど湖南市ないの大きなイベントでの広報活動はどうか。

①市の月刊誌「こなん」に各区の防災士一覧を掲載してはどうですか。また、消防団と同様に表

彰制度も設ければより充実しませんか。

②能登半島の災害において、防災士の活動事例はないのですか。

③防災士の方々に確認・・・実際の状況を想定した際、消火活動（ホース延⾧や消火栓操作）等

が出来ますか、消防団員に頼って良いのでしょうか。

回覧を進めていきたいが非自治会員に対しては回覧が行き届かない。

防災士活動（PR動画）を各地区に配布してそれぞれの集会、イベントで見ていただく

自治会単位の小さなコミュニティでの発表の場を設けていただけたら参加いやすいかなと思いま

す。

甲賀・湖南広域訓練への参加もしくは視察の検討

防災士活動のPRを積極的にする。

防災士の会員向け広報（会報）はホームページに掲載し、紙媒体として市民向け広報を作り、防

災士の活動をPRすべきと思う。

住民への周知を徹底する（防災士紹介）-広報誌掲載、ふるさと防災チーム参加、訓練参加、

リーダー的存在

各区から7,000円出して頂いているので、各区⾧へ防災士会でどんな事をしているのかの報告程

度は必要かと思う。

市広報の一部でも借りて、今回の報告会等を実施したなどの発表。

YoutubeなどのSNS媒体の利用は比較的若年層を含めて認知度アップが出来るのではないか。

（湖南市向け）

これは全国防災士連絡会？の活動かも知れないが。日本防災士会のYoutubeはすでにある。

まずは各区にいる防災士のスキルアップをおこない地域への認知度アップ活動を取り組みたい。
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防災士の活動等の認知度アップのために防災士連絡会の広報誌の組回覧（市より補助が必要だ

が･･･）を行うように検討されたらどうか。防災士連絡会のHPの紹介は区、自治会で行いたいと

思います。（次年度区役員に引き継ぎたい。）

区各町単位で防災士の報告などをする。

文化祭は多くの人が模擬店に来るのでブースにしてアピールする。

石部区のビデオ良かった。

AEDのビデオも見たかった。

【意識、認知度に関して】

各区⾧の意識、認識

防災士の認知が必要なのではなく、防災意識、知識を住民に広げる事

自治会活動に防災士がまったく協力されていません。私は自治会役員をしていますが一度も会議

や行事でお会いしたことがありません。まず防災士自身が積極的に参加されるべきだと思いま

す。受け身ではなく（待っているのではなく）防災士自身がうごくべきではないでしょうか。

なり手がいないと言っていましたが、そもそも認知度が低すぎ去年来に防災士の資格を取らせて

いただきましたが、区⾧からの依頼で取りました。市からお金が出るのも知りませんでしたし、

区⾧の方々も防災士という名前すら知らないと思います。区の回覧板等で募集する等行った方が

いいと思います。来年度も区役員なので上記対策を行いたいと思います。

防災士の認知度とはなんですか？たとえばを教えて欲しい。

各区⾧の認識に差がある。

各地域（自治会やまち協）で活躍することで認知度はアップするので地区での計画（訓練計画）

を作成するなどが近道。

【防災計画に関して】

区の防災計画作成に入ってください。防災訓練に参加すること。

危険個所の現場確認、調査、計画見直し検討-区ふるさと防災チームの防災士参加　結果→住民

へ情報提供

【防災訓練に関して】

当区では消防団OBの防災士が多いので、女性の防災士の割合を増やして防災訓練などの参加機

会を設ける

防災グッズの配布（保存食、携帯トイレお試し）

有事を想定した訓練が必要だと思います。

やはり防災訓練などの活動の中で防災士に何らかの役割を担っていただくことが必須だと思いま

す。

【行事、活動全般に関して】

防災士対象の事業（研修など）について、広く一般市民も参加出来るものにしてほしい。

地区のイベントに参加し、知名度を向上する。

①防災士の認知度をUPする方策　地域の行事に防災士が顔を出して防災士（学区）の顔を覚え

てもらう。

②日頃の防災活動の大切さと各家庭で防災を意識した生活を促す。

地域の防災活動に積極的に参加し、防災士の存在を知ってもらうことが大切だと感じました。
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防災士会を年に何回かでも開催して交流して情報の共有化

かたいイメージでなく行きやすい楽しい事業として周知する

自治会会食等のお茶のみ会で日常的に常に話し合いを、連続的にやって行く事が大切か。

地区住民の多い少ないによってもイベント参加者が変わってくると思う。

各区で防災士活動をする事が必要だが認知度アップの為、防災士主催で防災フェスの様なイベン

トをしてはどうか？

防災士養成のの募集が区⾧でとまっていると思いますが、市からも区⾧頼りにならず市全体で募

集してはどうか？

甲西北中でやったことをボランティアまつりとかでしたらどうか。防災バッグの展示など市民へ

の認知度を図るため。

防災活動に楽しさを盛り込む事が大事だと思います。

子供にも参加出来る内容のものにする事も必要だと思います。

地域活動に進んでの参加。

連絡会の活動報告を年1回から半期に1以上に増やせないか。

石部まもりんピックの様な体験イベントを開催する。

体験イベントの数が少ないような気がする。

区行事等への防災関係事項の組込みが必要

防災士が中心となった防災活動の導入

【上記以外】

大変だと思いますが、よろしくお願いします。

自治会の加入率UP、加入率40％以下では地域住民全体の取り込みが図れない。

防災士に限らず、行政を補完する活動をしている組織・要員など（民生委員・児童委員、消防

団、保健推進員など）について行政からもっと住民周知に努めてもらいたい。

問3. その他、本日の報告会、普段の防災士活動で感じたことがございましたらご記入

   ください。

【防災士の位置付け、立場に関して】

身近に防災士を感じさせる状況をつくることを考えなければと思います。

地域防災展開に対する防災士さんの立ち位置を明確にする取り組みを区として明確にする必要が

あると感じた。

アンケートにもあったが防災士というものに無理やり感があるように思う。

区⾧、三役は任期が終了すれば替り、その時の区⾧によって考えも違ってくる所もあると思う

が、防災士は継続なので高齢の防災士は「いつまでするねん辞めさせてくれへんのか」「こっち

が世話にならなアカンのに」等聞くので70歳の防災士は自主返納制にしてもいいのではと思いま

す。

20代～50代までの人を防災士になってもらうにはどうすれば？

地域の会合等で「防災士」を知らせていない。

防災士もボランティアでは動けない。しかるべき処遇が必要である。（金銭的、時間的）※区⾧

の立場より。
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区の中で防災士の位置付が不明確であると思う。

【組織・体制、連携に関して】

地域区と防災士のつながりが薄い様に感じる。

自治会への参加が減っているとの事ですが、もっと市自身が転入者に強く参加を依頼して欲し

い。

市で行われる防災士の会合には参加させていただいているが、地域で会合が行われていない。小

さな組単位での連携からはじめる必要があるのではないかと感じました。

発表会でもありましたが、地域住民が自治会に加入が必要と思います!!そのための方策はあるの

か？

住民が老若男女が気軽に集まれる場所の設置が必要、その場所で防災について話す

情報提供委員会と情報共有委員会と分ける意味は？一つの委員会（広報委員会）ではだめなの？

防災士の高齢化が進んでおり、75歳以上の方が多く、活動にあまり参加してもらえない方が、ア

ンケートでの活動していない方では？

防災士は基本的に区・自治会に対するアドバイザーの位置付けで良いと思うので区の中に防災士

を増やす必要はない。それよりも防災士個人の意識の向上知識・技術のスキルアップが重要。

この連絡会が果たして必要なのか？という疑問があり、区としても連絡会に対して協力を求める

という事はありません。

防災士の年齢が高いのではないでしょうか。20代、３０代を増やすべきでは？

防災士連絡会について中間組織として学区支部（小学校校区）があると、地域連携がより活発に

なると考えます。

防災士連絡会名前があまり印象が良くない。連絡するのが役割なのかな？という印象を受けま

す。

湖南市防災士会にしたほうが、名前の印象が大きく、災害に対する思いが伝わりやすいと思いま

す。参考にしていただいたら幸いです。

他の区とのつながりも弱い。

防災士連絡会の幹事をすると防災士連絡会の活動がわかるが幹事をやった事のない人は防災士連

絡会の活動がわかっていないと思う。

【意識、認知度に関して】

地域により活動の力の入れようが大きく差がある感があります。

思っていた程、防災士活動の認知度が低いのにおどろいた。

防災士が自治会役員中心で高年齢化。若い人が入った方が活動が活発化すると思う。

防災士の認知度の更なるUPに努めて欲しい。

石部地区から参加しました。当地区では自治会加入率が低く、加入している住民が活動推進へ少

なからず負担感を持っています。このことが多くの自治会活動（防災活動を含め）参加率の低下

や意識の低下につながっていると思う。自治会役員の積極的な勧誘も期待する結果が得られな

い。災害時の共助、自助が大きく取り上げられるのにこのような状況ではいざ災害が発生しても

共助部分が名ばかりのものになることが懸念される。行政による強い加入促進策を考えられない

か！（期待する。）
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他のボランティア活動、自治会活動も同じであるが、住民の意識が2極化、意識の高低が大きい

差となっているように感じる。現実的な事象が起きた場合に、大きな混乱が生じるのではとの心

配がある。

防災訓練への参加が少ない。

訓練自体があまり行われていない。

住民の危機意識をいかに高めるかが課題。

自治会の活動組織自体が関心の有るなしに分かれ”出来れば自治会を抜けたい、辞めたい”の意見

が出る程です。それでも今回の能登の災害のようなことが起きれば人はやはり助け合い地域でひ

とつにならなければならないという意識啓発は有り、滋賀は災害の少ない安全な地で有って欲し

いけれども災害はいつどんな形で自身に振りかかってくるかわからない、だから小さな輪を大き

く育てていく意志は持ち続けなければと思います。

「石部まもりんピック」は素晴らしい!!コロナ禍以降高まっていた防災意識地域連携の気持ちが

うすれてしまったもう一度取り戻さなければならないと思います。

【広報、研修、スキルアップに関して】

何方が防災士なのか、分からないので区広報等にも記載していただけると良いと思う。

防災士連絡会HPへのアップ願いたい

このような活動があることをみなさん知らないと思うので、情報の発信をもっとした方が良いと

思います。

自身のスキルUPでレベルUPが必要と思う。でないと先頭にたって活動できない。

防災士の増員は必要

自治会未入会員を差別するのは、人権にかかわるのではと思った。

【各区での活動展開に関して】

自分達（区の役員）が本気で取り組まないと改善されていかない。本日の研修内容を持ち帰り、

今後に生かしていきたい。

防災士連絡会の様子がわかり良かったです。地域の活動に生かして行きたいと思いました。

高齢者部のような形で、一人ずまいの人、単身の方なども加え、住居内での防災から取り組みに

たいし、助け合いが必要（転倒防止グッズの活用などで）な住人（要支援者）におたすけの日を

決め助け合いをしたい。

各区で防災訓練が計画されています。区⾧が率先して防災チームや各組⾧のもと実施しています

が、防災士や地区の役員も高齢化しています。

地元企業への要請（市側からの協力、支援、補助･･･）も含めて発展的な活動が出来るように取

り組めたらと思います。

日常の災害訓練で水、電気、火等を使用しているが発災時に、ライフラインが全て停止した時に

はどの様に備蓄品が活用できるか、もう少し掘り下げて活動を進める方法を考えて行きたい。

石部学区の取り組みに大変参考になった（特にビデオ）自治会の運動会に取り入れたい。

忘れた頃に災害がくるといわれているが最近は忘れない内に災害発生している。今が逆にチャン

ス、防災の取り組みに力を入れたい。

【行事、活動全般に関して】
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各自治区における災害対応の為の飲料水が期限切れのものが多いです。期限切れ分はトイレ等に

使用できますが、実際の飲み水には使用不可、能登地震でも飲水の確保が重要視されています。

見直しを希望します。

防災士の啓発が大変だったり連携が大変だったり課題が多いと思います。地道な活動をよろしく

お願いします。

日頃の取り組みに感謝

非自治会会員をどうするかで、会員外の方も災害の時は同じ扱いで（人権的に考えどうか）

継続が大切であり、必要性を感じて動く人が増えるようにと願います。

私もそうですが、防災士になっておられる方が、依頼があったから活動をしている。指示されて

行っているのではなく、積極的に取り組める方法等があれば良いと思う。

石部、三雲地区の発表、すばらしいが自治会加入率が低いので人数が少なく、周知しやすいので

はないか。

学区全体での防災訓練が必要では。

自治会未加入者への情報提供が難しいと感じています。

災害時、門前等に確認の為のボード？等の標示はどうでしょうか。例：「当家は家族全て大丈夫

です」（最近テレビの番組で写っていた）

自治会非加入世帯への対応が難しいと感じます。

市の防災訓練の全区参加、意識向上

【報告会の運営、感想に関して】

資料のまとめ方に工夫をしてください。わかりにくい！

たまたまでしょうが、能登地震の発生があった時でもあり時期的にも良かったと思います。モデ

ル地区と取り組んで来たが、今回の発表に感動を覚えました。今日までの活動が無駄でなかった

事も今後の取り組みに自信をもって伝えることができると思える。

防災士だけでなく、各区から多くの方が参加されており良かったと思います。

大変よかった。今まで個の防災士として活動ができてなかったが、他の地域の報告を知り、刺激

になった。資格をとって数年になるが、せっかく得た知識は試験が終われば忘れてしまってもっ

たいない。更新手続ではないが、もう一度プリントを配ってもらうなどして勉強会があれば自覚

にもつながるのでは。

各委員会の報告をもう少し詳しくしてほしい。（時間をとってほしい）

まち協の学区レベルの発表であったが、自治会レベルの深掘りした活動内容を知りたかった。

石部学区、三雲学区の取り組みには非常に感銘を受けました。ありがとうございました.

昨年に比し発表は内容は短くても充実し、問題点を良く把握していると思う。

受付　学区別の方が自分の名前を探すのにすぐ探せる。

アンケートを取られるのは良いが、アンケートの結果に対してのフォローがされてないように思

われる。今後の活躍を期待します。

各人の発表は良く練られたもので資料と合わせて分かり易かった。

いしべまち協の防災訓練大変意義ありました。

まもりんピックの発表がVTRでよくわかった。今後の発表はできればVTRを多く使うことを考え

て欲しい。
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いしべ、三雲共に参加する人を広げていく行事やWS計画も地元からの危険個所Checkなど形式

的ならない工夫は大変参考になりました。ありがとうございます。いただいたPenライト付まで

感激しました。ありがとうございました。

防災士は区には数名いますが、活動はまったく無いように思います。今日は何が目的なのかよく

解りません。

発表者はしっかりと名前を言って下さい。

情報提供委員会のアンケート回答率でどんな方法で（調べ方）されたのか？

【提案、要望に関して】

①防災訓練はより実践的（役に立つ）であるべきと思います。

②防災・減災は地域住民全員が意識して　イ個人が行動（出来る）もの　ロ区で集団が行動する

内容　ハ学区で行動する内容

③各区の防災活動事例発表はより実践的でこれから取り組む区の参考になると思います。

※情報を共有すれば各区（ひいては湖南市）の防災力は格段にUPすると考えます。

提案：学区の防災倉庫に　イ収納品リストを掲示する（災害時は誰がスタッフとして係わるか判

らないので）　ロ照明（ソーラー）取付（災害は昼間だけじゃないので）

まもりんピックの動画をお借りしたい。まもりんピックの見学をさせてほしい。

非自治会員への周知が大きな課題。市としての方針が必要と思われる。

防災士の方のスキルアップ研修も可能であれば、希望する地域役員も参加出来るようにしてもら

えないか。例：11/19（日）菩提寺まちづくりセンター地震災害講座

他府県との交流会の実施にて充実させていくことも良いのではないか。

小さなころから防災意識の向上をしていく。

防災士育成（増員）で大変苦労している。連絡会で各区の適材をリストアップしていただけない

か？
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